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９

「
主
要
な
改
造
」
と
は
、

.1

船
舶
の
次
の
改
造
を
い
う
。

.1

船
舶
の
寸
法
又
は
積
載
容
量
を
実
質
的
に
変
更
す
る
改
造

.2

船
舶
の
種
類
を
変
更
す
る
改
造

.3

そ
の
目
的
が
船
舶
の
耐
用
年
数
の
実
質
的
な
延
長
で
あ
る
と
主
管
庁
が
認
め
る
改
造

.4

そ
の
他
の
点
で
船
舶
に
大
幅
な
変
更
を
加
え
る
改
造
で
あ
つ
て
、
当
該
船
舶
が
新
船
で
あ
つ
た
な
ら
ば
現
存

船
に
適
用
さ
れ
な
い
条
約
の
関
連
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
も
の

.2

9.1
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

.1

第
一
規
則
28.3
に
定
義
す
る
千
九
百
八
十
二
年
六
月
一
日
以
前
に
引
き
渡
さ
れ
た
載
貨
重
量
二
万
ト
ン
以
上
の

油
タ
ン
カ
ー
を
第
十
八
規
則
の
要
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
造
す
る
こ
と
は
、
こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、
主
要

な
改
造
と
み
な
さ
な
い
。

.2

第
一
規
則
28.5
に
定
義
す
る
千
九
百
九
十
六
年
七
月
六
日
前
に
引
き
渡
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー
を
第
十
九
規
則
又

は
第
二
十
規
則
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
造
す
る
こ
と
は
、
こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、
主
要
な
改

造
と
み
な
さ
な
い
。

10

「
最
も
近
い
陸
地
か
ら
」
と
は
、
国
際
法
に
従
つ
て
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
か
ら
を
い
う
。た
だ
し
、

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
東
海
岸
の
沖
合
に
お
け
る
「
最
も
近
い
陸
地
か
ら
」
と
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
に
お
け
る
南
緯
十
一
度
東
経
百
四
十
二
度
八
分
の
点
か
ら
南
緯
十
度
三
十
五
分
東
経
百
四
十
一
度

五
十
五
分
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯
十
度
東
経
百
四
十
二
度
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯
九
度
十
分
東
経
百

四
十
三
度
五
十
二
分
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯
九
度
東
経
百
四
十
四
度
三
十
分
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯

十
度
四
十
一
分
東
経
百
四
十
五
度
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯
十
三
度
東
経
百
四
十
五
度
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か

ら
南
緯
十
五
度
東
経
百
四
十
六
度
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯
十
七
度
三
十
分
東
経
百
四
十
七
度
の
点
ま
で
、
そ

の
点
か
ら
南
緯
二
十
一
度
東
経
百
五
十
二
度
五
十
五
分
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
南
緯
二
十
四
度
三
十
分
東
経
百
五

十
四
度
の
点
ま
で
、
そ
の
点
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
に
お
け
る
南
緯
二
十
四
度
四
十
二
分
東
経
百
五
十
三
度

十
五
分
の
点
ま
で
引
い
た
線
か
ら
を
い
う
。

11

「
特
別
海
域
」
と
は
、
海
洋
学
上
及
び
生
態
学
上
の
条
件
並
び
に
交
通
の
特
殊
性
に
関
連
す
る
認
め
ら
れ
た
技
術

上
の
理
由
に
よ
り
、
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
の
た
め
、
特
別
の
義
務
的
な
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
海
域
を
い
う
。

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、
特
別
海
域
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

.1

「
地
中
海
海
域
」
と
は
、
北
緯
四
十
一
度
の
緯
度
線
を
地
中
海
と
黒
海
の
境
界
線
と
し
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡

に
お
け
る
西
経
五
度
三
十
六
分
の
子
午
線
を
西
端
と
す
る
地
中
海
（
湾
を
含
む
。）を
い
う
。

.2

「
バ
ル
ト
海
海
域
」
と
は
、
ボ
ス
ニ
ア
湾
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
及
び
ス
カ
ゲ
ラ
ッ
ク
海
峡
の
ス
カ
ウ
を
通
る
北

緯
五
十
七
度
四
十
四
・
八
分
の
緯
度
線
を
境
界
線
と
す
る
バ
ル
ト
海
へ
の
入
口
の
海
域
を
含
む
バ
ル
ト
海
を
い

う
。

.3

「
黒
海
海
域
」
と
は
、
北
緯
四
十
一
度
の
緯
度
線
を
地
中
海
と
黒
海
の
境
界
線
と
す
る
黒
海
を
い
う
。

.4

「
紅
海
海
域
」
と
は
、
ス
エ
ズ
湾
及
び
ア
カ
バ
湾
を
含
み
、
ラ
ス
・
シ
・
ア
ネ
（
北
緯
十
二
度
八
・
五
分
東
経

四
十
三
度
十
九
・
六
分
）
と
ハ
ス
ン
・
ム
ラ
ド
（
北
緯
十
二
度
四
十
・
四
分
東
経
四
十
三
度
三
十
・
二
分
）
と
を

結
ぶ
航
程
線
を
南
端
と
す
る
紅
海
を
い
う
。

.5

「
ガ
ル
フ
海
域
」
と
は
、
ラ
ス
・
ア
ル
・
ハ
ド（
北
緯
二
十
二
度
三
十
分
東
経
五
十
九
度
四
十
八
分
）と
ラ
ス
・

ア
ル
・
フ
ァ
ス
テ
（
北
緯
二
十
五
度
四
分
東
経
六
十
一
度
二
十
五
分
）と
を
結
ぶ
航
程
線
の
北
西
の
海
域
を
い
う
。

.6

「
ア
デ
ン
湾
海
域
」
と
は
、
紅
海
と
ア
ラ
ビ
ア
海
と
の
間
に
あ
る
ア
デ
ン
湾
の
一
部
で
あ
つ
て
、
ラ
ス
・
シ
・

ア
ネ
（
北
緯
十
二
度
二
十
八
・
五
分
東
緯
四
十
三
度
十
九
・
六
分
）
と
ハ
ス
ン
・
ム
ラ
ド
（
北
緯
十
二
度
四
十
・

四
分
東
経
四
十
三
度
三
十
・
二
分
）
と
を
結
ぶ
航
程
線
を
西
端
と
し
、
ラ
ス
・
ア
シ
ル
（
北
緯
十
一
度
五
十
分
東

経
五
十
一
度
十
六
・
九
分
）
と
ラ
ス
・
フ
ァ
ル
タ
ク
（
北
緯
十
五
度
三
十
五
分
東
経
五
十
二
度
十
三
・
八
分
）
と

を
結
ぶ
航
程
線
を
末
端
と
す
る
海
域
を
い
う
。

.7

「
南
極
海
域
」
と
は
、
南
緯
六
十
度
以
南
の
海
域
を
い
う
。

.8

「
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
海
域
」
と
は
、
北
海
及
び
そ
の
進
入
路
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
海
及
び
そ
の
進
入
路
、
ケ
ル

テ
ィ
ッ
ク
海
、イ
ギ
リ
ス
海
峡
及
び
そ
の
進
入
路
並
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
西
側
に
接
す
る
北
東
大
西
洋
を
含
み
、

か
つ
、
次
の
各
点
を
結
ぶ
線
を
境
界
線
と
す
る
水
域
を
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
海
岸
線
の
北
緯
四
十
八
度
二
十
七
分
の
点

北
緯
四
十
八
度
二
十
七
分
西
経
六
度
二
十
五
分
の
点

北
緯
四
十
九
度
五
十
二
分
西
経
七
度
四
十
四
分
の
点

北
緯
五
十
度
三
十
分
西
経
十
二
度
の
点

北
緯
五
十
六
度
三
十
分
西
経
十
二
度
の
点

北
緯
六
十
二
度
西
経
三
度
の
点

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
海
岸
線
の
北
緯
六
十
二
度
の
点

デ
ン
マ
ー
ク
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
海
岸
線
の
北
緯
五
十
七
度
四
十
四
・
八
分
の
点

.9

「
ア
ラ
ビ
ア
海
オ
マ
ー
ン
海
域
」
と
は
、
次
の
座
標
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
を
い
う
。

北
緯
二
十
二
度
三
十
分
東
経
五
十
九
度
四
十
八
分
の
点

北
緯
二
十
三
度
四
十
・
二
七
分
東
経
六
十
度
三
十
五
・
七
三
分
の
点

北
緯
二
十
二
度
四
十
・
六
二
分
東
経
六
十
二
度
二
十
五
・
二
九
分
の
点

北
緯
二
十
一
度
四
十
七
・
四
〇
分
東
経
六
十
三
度
二
十
二
・
二
二
分
の
点

北
緯
二
十
度
三
十
・
三
七
分
東
経
六
十
二
度
五
十
二
・
四
一
分
の
点

〇
外
務
省
告
示
第
五
百
二
十
号

昭
和
五
十
三
年
二
月
十
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め

の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
千
九
百
七
十
三
年
の
船

舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
の
附
属
書
Ò
は
、
同
条
約
第
十
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
改
正
さ
れ
、
同
改

正
は
、
同
条
の
規
定
に
従
い
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
十
八
年
五
月
六
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

附
属
書
Ò
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
属
書
Ò

油
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
規
則

第
一
章

総
則

第
一
規
則

定
義

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、

１

「
油
」
と
は
、
原
油
、
重
油
、
ス
ラ
ッ
ジ
、
廃
油
、
精
製
油
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
石
油
（
附
属
書
Ó
の
適

用
を
受
け
る
石
油
化
学
物
質
を
除
く
。）を
い
い
、
付
録
Ò
に
掲
げ
る
物
質
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

２

「
原
油
」
と
は
、
運
送
に
適
す
る
よ
う
に
処
理
し
て
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
地
中
か
ら
産
す
る
天
然
の
液
状

の
炭
化
水
素
混
合
物
を
い
い
、
次
の
も
の
を
含
む
。

.1

若
干
量
の
分
留
物
が
除
去
さ
れ
た
原
油

.2

若
干
量
の
分
留
物
が
添
加
さ
れ
た
原
油

３

「
油
性
混
合
物
」
と
は
、
油
を
含
有
す
る
混
合
物
を
い
う
。

４

「
燃
料
油
」
と
は
、
船
舶
が
そ
の
推
進
機
関
又
は
補
助
機
関
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
積
載
す
る
す
べ
て

の
油
を
い
う
。

５

「
油
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
主
と
し
て
油
を
貨
物
区
域
に
ば
ら
積
み
し
て
運
送
す
る
た
め
に
建
造
し
、
又
は
改
造
し

た
船
舶
を
い
い
、
兼
用
船
、
附
属
書
Ó
に
定
義
す
る
「
Ｎ
Ｌ
Ｓ
タ
ン
カ
ー
」
及
び
千
九
百
七
十
四
年
の
海
上
に
お
け

る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
（
そ
の
改
正
を
含
む
。）
第
二
e

一
章
第
三
規
則
20
に
定
義
す
る
ガ
ス
運
搬
船

の
う
ち
ば
ら
積
み
の
油
を
貨
物
又
は
貨
物
の
一
部
と
し
て
運
送
す
る
も
の
を
含
む
。

６

「
原
油
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
原
油
の
運
送
に
従
事
す
る
油
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。

７

「
精
製
油
運
搬
船
」
と
は
、
原
油
以
外
の
油
の
運
送
に
従
事
す
る
油
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。

８

「
兼
用
船
」
と
は
、
ば
ら
積
み
の
油
及
び
固
形
貨
物
の
い
ず
れ
も
運
送
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
船
舶
を
い
う
。
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